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 はじめに

玄宗期の道教において、 第一大洞天王屋山は格別の地位を与えられた。 玄宗

は司馬承禎を師として道教を振興させたが、 その一環として、 司馬承禎を王屋

山に住まわせたのである ＊ 1
0

玄宗が司馬承禎を招くのは、『旧唐書』によれば、 前後 2回あった。 第 1 回

は開元9年(721)である
＊

2。 司馬承禎はそれ以前、 則天武后のときと容宗の

ときに招かれたことがあるが、 玄宗に招かれたときには、 みずから鋳造した鏡

「含象鑑」と剣「景震剣」、 それに解説の文と図を添えて献上し、 玄宗に法録も

授けている。 第2回には、 玄宗は王屋山に壇と道観を築いて、 そこに司馬承

禎を住まわせ、 その道観を陽台観と名付け、 玄宗みずから題額を揮肇したとい

ぅ ＊ 3。 これ以降、 安禄山の乱までが玄宗の道教の最高潮の時期になった。 この

壇は、 王屋山の山中にそびえる天壇山頂に築かれたものと思われる。 また陽台

観では、 玄宗の妹の玉真公主も、 ここで国家安寧を祈願する金篠斎を挙行して

いる口現在の王屋山風景区入口にある陽台宮がその跡地だとされる。

本報告では、 こうした唐代の道教実践の場となった王屋山洞について、 その

現状の観察と文献による考察とをあわせおこなう。 それによって、 王屋山洞と

いう場は具体的にどのようであり、 そこでの道教の実践はどのようであったか

を考えてみたい。 その要となると思われる天壇という地点および第一大洞天王

屋山洞の重要地点としての洞窟について、 その具体的な位置と現状は次稿にゆ

ずりたい。

王屋山および済源で王屋山洞に関連すると思われる重要地点として本研究で

調査できた場所は、 済漬廟、 奉先観、 霊都観、 平陽洞、 清虚観、 陽台宮、 紫微

宮、 天壇、 王母洞、 霊山洞などである。 これらの場所について本研究は、 その

準備段階をふくめると前後4回の調査をしている。 その日程と参加者（本研

究の代表者あるいは分担者のうち） を列挙しておく。

準備第1回：2003年8月24日、 土屋が参加。

準備第2回：2007年9月4、 5日、 鈴木・土屋が参加。

本研究第1回：2011年8月19、 20、 21日、 大形・土屋・山下が参加。

本研究第2回：2011年11月4 日、 鈴木・土屋が参加。

現地調査が複数回に及んでいるのは、 現地で調査すべき地点が多くかつ広く存

在しているからだけでなく、 いずれの調査でも天候に恵まれず、 調査結果が満

注 1.,•司馬承禎『天地宮府

圏』によると、第一大洞天

王屋山洞は「小有清虚之天」

ともいい、周回一万里で、
西城王君が治めており、 王
屋県から60里の距離だと

いう。『元和郡縣志』では『茅

君内偉』を引用して「茅君

内偲云， 王屋山之洞， 周遥
萬里， 名曰小有清震之天」
という。

注 2•••『旧唐書』巻192、

5128頁。

注 3···『旧唐書』によれば、

これは開元15年 (727)

のこととされているが、 こ

の年かどうかには疑問があ

り、 後述する。

注 4•••同前、「以承禎王屋

所居為陽蛋観． 上自題額 ．

遣使送之。 賜絹三百匹， 以
充薬餌之用。 俄又令玉真公
主及光禄卿卑組至其所居修

金録齋． 復加以錫賓。」
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図1 現地で入手の済源市
地図に加工。 奉先観は市街

区にある。

足のいく段階まで至らなかったためであった。

以下、 王屋山洞における宗教施設の主たる地点だと思われる陽台宮と紫微宮

について、 2011年8月の調査（本研究第1回） の所見を軸にして、 そこにそ

の他の時期の調査の所見を補いながら記していくことにしたい。 天壇、王母洞、

霊山洞および済漬廟、 奉先観、 霊都観（ 古奉先観）、 平陽洞（ 「張探玄碑」 にみ

える）、 清虚観などについては、 稿を改めて述べる。

陽台観

2011年8月 21日の調査では、 現地の済源市文物管理局の協力を得て、 RV

車に乗って天壇をめざした。 済源市の西の陽台宮まで約30キロ、 道路は整備

されており、 約40 分で愚公村に到着した。

以下、 本稿末尾の 「陽台観示意図」 （済源市地方史志弁公室『王屋山志』

1996年10月、 中州古籍出版社） も参照のこと。

現在の陽台宮の建築は明代から清代のものである。 背後にある山は華蓋峰と

いい、 陽台宮はその南麓の台地にあり、 台地の斜面に山門から殿宇が層次的に

建築されている。 まず山門が少し高い地点にあり、 中庭に古樹があって、 その

左右に廊房がある。 正面に三清殿がある。 殿内に入ると右側に壁画が残ってい

る。 もちろん司馬承禎のものではなく、 清代のものとされている。 背後の地点

がまた数メ ー トル高くなっており、 玉皇殿がそびえている。 高さは 20メ ー ト

ルとのことで、 高い地点にあるのと相まって、 かなり巨大な建築だと感じられ

36 洞天福地研究第3 号



図2 （左）愚公村からみた王屋山塊（2011年）
図3（右）「愚公、 山を移す」の記念モニュメント

る。 河南省の明清古建築では最大のものだという。 玉皇殿は周囲の軒を方形の

石柱が支えている。 その石柱には一つずつレリ ー フが施されており、 明代のも

のとされている。 そのモチー フは道教の霊験調にかかわると思われる（陽台宮

の明清建築の情況は別稿の機会に譲りたい）。 こうした建築状況は、 天壇王屋

山に対する信仰が、明清時期まで重視されていたことの実際の表れとみるべき
であろう。 現在、本殿は修復中で、内部や外観を観察することはできなかった。

そのほかに西王母殿などがあり、計8カ所の殿宇があるという。 さらに、長

図4 （左上）陽台宮山門
図5 （右上）陽台宮大羅三
天殿。 なかの右に壁画があ
る。
図6 （左下）大羅三天殿の
わきから背後の玉皇殿をの
ぞむ。
図7 （右下）玉皇殿の殿柱
の浮き彫りの一つ。
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注 5 ・ ・ ・ 「重修陽塁萬需三清

殿記」「天壇山麓有宮曰，
陽壼萬壽宮。 之中有殿曰，

三清。 始創年歳無考， 殿之

重修則唐玄宗開元二年也。

自開元迄今， 上下幾八百年
芙」。 現地で入手の内部交
流資料による。本碑記は『済

源縣志』『済源縣紺志』に

みえない。

注 6•••『済源縣志』巻2の

陽台観の項目でも「開元二

年、 仙人司馬承禎建」とあ

るのは、 この碑記によるの

であろう。 だとすると、 碑

文はやはり「開元二年」に

作っているものと想像され

る。

注 7•••「天壇王屋山聖跡記」

『道蔵』本「唐明皇即位，

於開元十二年劫修陽壼観，

明皇御書蓼陽殿榜， 内塑五

老仙像。 陽塁有鐘ーロ， 上

簗六十四卦， 曰萬象鐘；有

壇曰法象壇；有鐘棲名曰氣

象棲。 殿西北有道院， 名曰

白雲道 院， 司馬被白雲先

生， 有亭曰松亭， 有先生廟

堂， 先生撰文一部曰白雲

記策書別為一證， 被曰金

剪刀 ， 流行千世。 先生未神
化時 ， 注太上昇玄綬及坐忘

論， 亦行子世。 至開元十五

年八月十五日， 有雙鶴続壇

西北而去， 彼時白雲自堂中

出， 聞爾詔之音， 此先生顕

化之験也。 王屋縣宰崖日用

聞奏明皇異之。 先生神化

時年八十有九謡贈銀青

光禄大夫， 謡白雲先生」。
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生殿の跡地があるというが、 時間の関係で調査できなかった。

陽台宮は、 唐の陽台観を継承したものと思われる。 現地に立つ「重修陽台

万寿宮三清殿記」（明の正徳庚辰 15 年(1 520) 、 孟景陽・楊景明の立石） に、

つぎのようにある。

天壇山麓に宮有りて、陽台万寿宮と曰ふ。 之の中に殿有りて、三清と曰ふ。

始創の年歳は考無けれども、 殿の重修は則ち唐の玄宗の開元二年なり。 開
ちか

元より今に迄るまで、 上下八百年に幾し。 ＊
5

これによれば、 開元 2 年 (714) に、 それ以前からあった建築を「重修」した

という。 この記が何にもとづいたのか不明だが、 現地は開元年間から陽台観の

地として伝わった場所だというのである。 ただし、 改修が開元 2 年 (714) と

すると、 この石が立てられた 1520 年まで「八百年に幾し」ではなく、 八百年

を越えてしまう。 もしかしてこれは「開元十二年」 (724 年） の誤りではなか

ろうか。 残念ながら、 調査の時点ではこの問題を認識していなかったため、 現

地の石刻で確認することはできなかった＊6。 陽台観がいつ建てられたかという

問題は、 司馬承禎がいつ陽台観に入ったか、 という問題とも関わっており、 本

稿末尾の「司馬承禎による玄宗の受法について」 で述べるが、 上記の碑文が開

元 12 年だとすると、 それはおそらく王屋山の紫微宮に立っていた「貞 一先生

廟磁」の記載によるのだと思われる。

唐末の杜光庭の「天壇王屋山聖跡記」 には、 当時の陽台観の様子をつぎのよ

うに伝えている。

唐の明皇即位するや、 開元十二年に 於いて陽蛋観を劫修し、 明皇は蓼陽殿

の榜を御書す。 内に五老仙の像を塑す。 陽嘉に鐘ー ロ有り、 上に六十四卦

を策じ、 萬象鐘と曰ふ。 壇有りて法象壇と曰ふ。 鐘棲有りて名を氣象棲と

曰ふ。 殿の西北に道院有り、 名を白雲道院と曰ふ。 司馬は白雲先生と琥す

ればなり。 亭有りて松亭と曰ふ。 先生の廟堂有りて、 先生文一部を撰し、

白雲記と曰ふ。 纂書もて別に一儒を為り、 被して金剪刀と曰ひ、 世に流行

す。 先生未だ神化せざるの時、 注太上昇玄経及び坐忘論は、 亦た世に行は

れり。 開元十五年八月十五日に至って、 雙鶴の壇を饒って西北して去る有

り。 彼の時に白雲は堂中より出で、 篇詔の音を聞けり。 此れ先生顕化の験

なり。 王屋縣宰なる程日用は聞奏し、 明皇も之を異とす。 先生神化の時、

年八十有九、 謡して銀青光禄大夫を贈り、 白雲先生と謡す。 ＊ 7

これも陽台観の修築を開元 12 年としている。 これによれば、 唐代の陽台観の

施設の名称がわかる。



陽台観の 本殿は「蓼陽殿」 といい、玄宗の題榜がかかっていた。 殿内には

「五老仙」の塑像があった。 「萬象鐘」という鐘が「氣象棲」という鐘楼にあり、

その表面には六十四卦とその名称が濠書で鋳込まれていた。 「法象壇」という

壇があった。 蓼陽殿の西北に「白雲道院」があり、そこで司馬承禎は執務をした。

「松亭」という亭があり、そこで司馬承禎は休んだり瞑想したりしたのであろう。

また司馬承禎の廟堂があり、そこは書斎であり、『白雲記』はそこで撰せられた。

『白雲記』を楷書と金剪刀体の策書の 二体で書したほか、そこで『太上昇玄経』

を注解し『坐忘論』を著述した。 ただし、この「天壇王屋山聖跡記」では、司

馬承禎の昇天の年を開元15年としており、開元 2 3年という定説と相違して

いる。 『坐忘論』は「貞 一先生廟謁」 の碑陰に刻されているが、このテキスト

は『道蔵』に伝わる『坐忘論』とは別のものである。 ＊ 8

つぎに陽台観の竣工についてみてみよう。 金の李俊民「重修陽台萬壽宮記」

に、つぎのようにみえる。

唐の中巖道士司嗚錬師は、始めて奏して陽蛋観並びに御書額を置く。 壁に

神仙龍鶴雲氣の升降、輩節羽儀の金採を書き、輝光は宇に満つ。監齋たる

茸元神を遣はして、圏書の事跡を府らして奏聞せしむ。 時に開元 二十三年

六月十二日なり。 ……又た 『司馬別記』を按ずるに曰はく、「余は王屋清

虚洞側に届りて真簾仙経 二品を獲たり。 ーに曰はく元精、二に曰はく丹華。

又た玉皇賣録を賭て、乃ち知る、上古の帝王の丹賓は並びに偉はり、返年
いた

ならざる莫し。 夏萬より後、遂に余に止り、敢て泄らさず、復た名山に蔵

して、以て其の人を侯たん。 開元十七年仲秋十五日記」。 是を以て之を牧

ふれば、陽蛋の成るや、 司馬錬師の丹賣を蔵せるの後の六年、開元二十三

年己亥に在るなり。 ＊9

李俊民はこの記で、司馬承禎が壁画の完成を玄宗に上奏した年を、開元 2 3年

6月1 2 日と明記している。 また、『司馬別記』なる文を引用している。 おそ

らく彼は、上に引用した記を書くにあたり、陽台宮の関係資料を目賭したので

あろう。 それによれば、陽台観の壁画は、神仙や龍鶴が雲気とともに飛翔し、

そこに神々の儀使が彩色もあでやかに描かれていたのである。 しかし、おそら

く金代まで司馬承禎の壁画が残っていたわけではなく、そうした関係資料にそ

のまま依拠したのであろう。 というのは、陳垣『道家金石略』に載せる「賜白

雲先生書詩井禁山勅碑」に、この上奏文の一部がみえるのである。

陽嘉観天尊殿内壁蓋高壼丈陸尺， 長 玖拾伍尺（下 2 0字欠）固戴百尺，書

神仙震鶴雲氣，右畳王屋山（下 2 5字欠） 依按経偉，創意作圏，検校旺厳，

今至成畢。 於是海蓋（下 2 5字欠）壽福聖射道祐延長，神□得久又以開圏幽（下

注8・・・「貞一先生廟喝」の
碑陰『坐忘論』は、陳垣『道
家金石略』176頁「白雲
先生坐忘論」。 この『坐忘論』
は、『道蔵』に所収の司馬
承禎『坐忘論』とまった＜
異なるテキストである。朱
越利氏は本碑陰のテキスト
が司馬承禎のものであり、
ほかは司馬承禎作ではない
とする。朱越利「《坐忘論》

作者考」『炎黄文化研究』
第7期、2000年9月。

注9•••『済源県志』巻15
「重修陽台萬壽宮記」。 「唐
中巖道士司馬錬師，始奏置

陽棗観並御書額。壁賓神仙
龍鶴雲氣升降，賛節羽儀金
繰輝光満宇。遣監齋草元
神 ， 齋圏蜜事跡奏聞。 時開
元二十三年六月十二日也。
…..又按司馬別記日，余届
王屋清虚洞側 ， 獲真濠仙経
二品。一日元精二日丹華。
又賭玉皇費録，乃知上古帝
王丹賓並偲莫不返年。 自
夏萬後 ， 遂止余，不敢泄，
復蔵於名山，以侯其人。 開
元十七年仲秋十五日記。以
是孜之，陽嚢之成也，在司
馬錬師蔵丹賓後之六年 ， 開
元二十三年己亥也」。
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注 1 0 • • • こうした 伝 来 の 文

書は、 石に刻されたうえで

拓 本として 伝 わる場合 も
あ っ た。 『金石文字記』 巻
5 に 「容宗興司馬錬師書三

通 玄 宗興司馬錬師書一

通 五言詩ー首． 司馬承禎

状ー通 批答． 韓抗正書
大中八年五月 ． 今在王屋山
陽蛋観」 とある のはそれで
あろ う 。 現在、 こ の刻石は
行方不明 のようである。 な

お『道家金石略』 では 大中

八年「四月 」 に作る。

注11•••李徳拮 「 李 白 《上

阻台帖》 是力王屋山阻台宮

壁画而作」 『王屋山道学研
究』 20 1 1 年第 2 期、 38 ~

39 頁。

注 1 2 • • • 玄宗 の返信も 「賜
白雲先生書詩井禁山勅碑」

にみ える。
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25 字欠） 霊山 景観， 法徒不勝折荷。 所有聾匠手功及買彩色等 （下 24 字欠）

陛下本命紫綾及□ 口酬還言乞， 承禎比加□ 口不獲 （下 24 字欠） 事跡題 目 ニ

巻上進， 謹録状以聞題奏， 開 元二十三年 （下 24 字欠）

陳垣によれば、 「開元二十三年」 の下は 24 字を欠 し て い る と いうが、 李俊民

の言及によ っ て 、 その 日 にちがはっ きりする。
＊

1 0

こ れによれば、 陽台観の主殿は 「天尊殿」 であ っ た。 杜光庭は 「蓼陽殿」 と

いい、 「五老像」 があ っ た と いう。 し か し 、 玄宗がこの 「蓼陽殿」 の額を題 し

たのであるから、 おそらく両者は同 一の殿舎であり、 尊像からする と天尊殿で

あり、玄宗の御書 額からする と 「蓼陽殿」 と よばれたのであろう。 そうする と 、

その殿舎の内部には、 天尊像 と 五老像が並んでいたのだろう。 壁画はどんな絵

柄だ っ たのか。 壁画のうち、 一つは 「神仙霊鶴雲気」 が描かれていた。 もう一

つは「右」 の壁画 と あるから、 「神仙霊鶴雲気」 が描かれたのは左だ と わかる。

右の壁画は王屋山を描いたものだ っ たようである。

と ころで、 李白の書 と される 「上陽蛋帖」 は、 李白の書 の唯一の作品 と され

ているが、 そ こ につぎのようにある。

山高水長， 物象千萬， 非有老筆， 清壮可窮。 十八 日 ， 上陽嘉書 ， 太 白。

これが本当に李白の書 か確証はないが、 も し李白だ とすれば、 彼が 「陽台に上

がる」 つまり陽台観に上がっ た可能性は少なくない。 李 白の真跡あるいはその

写 しだ と 仮定 した場合、 「老筆」 と は、 司馬承禎の壁画を喩え るにはふさわ し

い言葉であろう。 そうする と この李 白の書 は、 陽台観の壁画をみて書 いたか、

あるいは壁画に題 と し て書 いたもの （その写 し ） ではないか と 考 え られる ＊ I I
o 

つまり、 右の壁画は王屋山を中心 と した山水画だ っ た と 考 えられるのである。

さらに憶測をたくま し くすれば、 こ の山水画には、 第一大洞天たる王屋山を中

心に、 ほかの洞天も描かれていたのではなかろうか。 なぜなら、 左の壁画は

「神仙龍鶴雲氣の升降、 輩節羽儀の金採を書き、 輝光は宇に満つ」 だ と 李俊民

はいっ ており、 大勢の神仙の儀杖が飛行 して いる様子であるから、 その神仙た

ちは右の山水画の洞天 と 対応 し ていたはずである。 ならば右の山水画には王屋

山だけでなく、 ほかの洞天の山々 も描かれていた と考えるべきである。 そ し て

それは、 「賜 白雲先生書 詩井禁山勅碑」 の 「壽福聖射道祐延長」 「陛下本命」 と

いった片々 たる記載からでもわかるように、 玄宗の寿 と 国家の安寧を祝す意味

が こ められて いたのである。

さて、 その壁画の完成をも っ て 陽台観は竣工 し、 玄宗に上奏 した
＊ 12。 そ の

あ と 、 司馬承禎は開元 23 年に仙去 したようである。 し たが っ て、 仙去の日時

は、 少なくと も 6月12 日以降 と考えるこ と ができる。 司馬承禎述ならびに書



の 「茅山貞白先生碑陰記」 の末尾に、 開元 2 3年 4 月に司馬承禎は王屋山にお

り 、そのかわ り に碑に刻するのを監督 し た 、 という言及がある。 つま り 、 4 月

の段階では壁画制作が大詰めにきていた ために茅山に赴けなかった こ とがわか

る。 ＊ 13

もう一つ加えてお く べきは、 顔真卿をして 「茅山は天下の道学の宗 と する所

な り 」 といわしめた上清経典の伝授の系譜で、 司馬承禎から李含光に至る伝授

は、 こ こ 陽台観でお こ なわれた こ とである。 その顔真卿「茅山玄静先生広陵李

君碑銘井序」 につ ぎのようにある。

開元十七年、 司馬練師に従って王屋山に於いて大法震文金記を偉授せられ、

一覧 して遺す無く、 古今に綜核 し 、 奥旨を該明せ り 。 玄宗は先生の偏く子

微の道を得たるを知 り て、 乃ち詔 して先生を して王屋山の陽憂観に居 り て

以て之を継がしむ。 歳餘にして茅山に居るを請ひ、 経法を纂修し、 頻 り に

徴せらるる も 皆な病 と 謝して出でず。 ＊ 1
4

こ こ で李含光が伝授された「大法霊文金記」 は、 前掲の金の李俊民 「重修陽台

萬壽宮記」 に引かれた 『司馬別記』 にみえ た 「真纂仙経二品。 一曰元精 二曰

丹華」「玉皇賓篠」 の こ と ではなかろうか。 司馬承禎がこれらを清虚洞でみい

だ して「以て其の人を侯つ」 と書いた のは、 李含光に伝授 し た 同じ開元 1 7 年

の秋だった。 司馬承禎が李含光に伝授 した経録の名称は、 柳識の 「唐茅山紫陽

観玄静先生碑」 では「其の後、 華蓋峰の司馬君に師事し、 雲策賓書、 嚢を傾け

て偉授せらる」 と あ り ＊ 15、 これらの名称の相似は両者の関連を思わせるに充

分であろう。
李含光は、 母親が瑣耶の王氏であ り 、 父親は「影賄之道」 （影祖の養生法や

老子の学） を修めて司馬承禎と「方外の交わ り 」 があった という。 つま り 、 李

含光は幼少期すでに司馬承禎から認知されていた。 李含光本人は幼少期から書

道に巧みで、 隷書をもっとも得 意とした。 これらの点も司馬承禎に通じている＊ 1 6

司馬承禎が陽台観の壁画を描いている ときに も 、 李含光は陽台観にいた のであ

り 、 おそら く この壁画は共同制作にかかる と みてよいのではなかろうか。

また、 ほかに陽台観に関連する道士の史料も あるので付言 してお く 。 時代は

だいぶ下 がるが、 開成 5年(840) 6月 29 日に洛陽の聖真観で昇仙 し た 女冠

の柳黙然 も 、 陽台観に住んで、 天壇に 「真君像十余事」 を作った。 二人の娘の

うち、 次女の柳景玄が継いで王屋山 （陽台観） に住んだという ＊ 1 7

注13 • • •「茅山貞白先生碑陰
記」『茅山志』巻22、 『道蔵』
所収。

注14••• 顔真卿 「茅山玄静
先生広陵李君碑銘井序」『道
家金石略』 1 60頁。 「 開元
十七年 ， 従司馬練師於王屋
山佃授大法鐙文金記， 一賓
無遺， 綜核古今， 該 明 奥
旨。 玄宗知先生邊偏得子微
之道， 乃詔先生居王屋山陽
蛋観以繊 之。 歳餘請居茅
山， 簗修綬法， 頻徴皆謝病
不出。」

注 15•••柳識 「 唐茅山紫陽
観玄静先生碑」 「其後師事
華蓋峰司馬君， 雲濠賓書，
傾獲個授」 『道家金石略』
157頁。

注 1 6 • • • 前掲、 顔真卿 「茅
山玄静先生広陵李君碑銘井
序」

注 1 7•• • 李敬鉢 「大 唐王屋
山上清大洞三景女道士柳尊
師真宮志銘」『道家金石略』
179頁。
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図8 迎恩宮

紫微宮

話を現地調査にも ど そ う 。 王屋山風景区の入 口で入場料金を支払 っ て、 天壇

をめざして車を進める。 途中、 山間の道で右手に迎恩宮がみえる （迎恩宮につ

いては稿をあらためて述べたい）。

20 分ほ ど行 く と、 巨大な銀杏の立 っている広場にでる。 ここには無生老母
注 1 8·• • 無生老母廟につい 廟がある ＊ 1 8

0 

ては、 本誌の山下論文を参
照の こと。

図9 天壇山下の千年銀杏
と その脇の無生老母廟
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この広場の先を右に上がっ てい く 急な階段を登ると、 丘陵の上が踊り場的に

平らに広がっ ており、 紫微宮がある。 紫微宮は、 一つの峰を背後にして、 かな



り大き な基壇の跡が ト ウ モ ロ コ シ畑の中にみえ、 その手前左右に古い建築物の

廃墟がある。 その基壇の規模から想像するに、 建物が完好であれば、 相当に大

きな建築物が立っていたにちがいない。 背後の峰の姿 も均整が と れてお り 、 こ

の場所の宗教的な重要性が思われる。 右の建築物は倒壊しかけており、 左の建

築物はわずかに壁がのこるのみである。 正面前には石碑が数基、野ざらしで立っ

ている。 2003年の調査では、 ここに司馬承禎の碑が立っていたが、 現在は済

源市内の済潰廟に移転 し た。 本稿末尾に現地示意図を載せる。

2003年の準備段階での調査では、 基壇の下まで ト ウ モ ロ コ シ畑を迂回して

接近した。 基壇の表面は煉瓦積みになっており、 よく残っていた。 壇の前の ト

ウ モ ロ コ シ畑の中の石碑には、 詳細ははっ き り確認でき なかったが、 明代の年

号が認められた。 それゆ え、 おそらくこの基壇 も明代の建築になったのであろ

う と 思われた。

図 1 0 紫微宮の本殿跡地。

祠の背後が基壇。

図 1 1 紫微宮 む か っ て 右

の建物の現状
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図1 2 紫微宮むか っ て 左

の建物の現状。 背後の奥は

天壇へ進む方向。

この両者 とも、 2003年にくらべて破損が進んでおり、 境内の 田畑化も進ん

でいる。 2003年には、 右側の建物の室内に立ち入ることが可能だっ た。 内部

には朽ちた神像の胴体が二つ ほど残 っ ていた。 参考に、 2003年当時の写真を

掲出する。

図1 3 （左） 正面左の建物。 図 1 4 （右） 正面右のもの (2003 年）

図 1 5 （左） 右の建物の内部、 塑像の残骸。 図1 6 （右） 正面の殿の基壇
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図17 （左） 紫微宮の朝真門か ら正面向かいの峰、 向かいにも う 一

つの紫微宮があ る と い う 。 右手に天壇へ と続 く 。
図 1 8 （右） 天壇へあがる道

紫微宮から降りて、 広場から上がっていく。 その先から天壇まで石段が続い

ており、 徒歩で上がる と 3 時間かかる と いう。 さらに車で右手に上がっていき、

ゴン ド ラに乗って天壇をめざすはずであったが、 この日は雨がひどくなってき

て、 ゴン ド ラは動かなかった。 このため、 この 日 は地質博物館を見学後、 下山

を余儀なくされた。

ま と めにかえて

本稿では、 紙幅の関係から、 王屋山涸の主たる地点だ と 思われる陽台宮、 紫

微宮について述べた。 この行程のさきに天壇があるが、 2011 年夏の調査では

雨天のため登頂するこ と ができなかった。 また、 王母洞 と 霊山洞については、

201 1 年秋の再調査の報告で述べるこ と になる。 さらに、 済漬廟、 奉先観、 霊
都観、 平陽洞、 清虚観などは、 2011 年夏に調査したが、 稿を改めて述べざる

をえない。

謝辞 ： 本調査では、 河南省済源市文物管理局の各位の多大なる御指教 ・ 御協

力を賜った。 とくに高明局長には多くの便宜を図っていただいた。 衷心からの

感謝を申し上げたい。

【補説】 司馬承禎に よ る玄宗の受法に ついて

陽台観に司馬承禎が入る前後の事情について考える際に、 玄宗が司馬承禎に

上清経法を受法したこ と は、 メ ル ク マール と なる事件である。 しかし、 その前

後の歴史的経過については不明なこ と が多い。 と くに、 開元 19 年に玄宗が五
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注19. . .雷聞『郊店之外——
隋唐国家祭祀与宗教』 北京
三聯書店、 2009年。
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岳に真人祠を建設したことは、 道教史および洞天福地思想の問題だけでな く 、

唐王朝の国家儀礼との関係を考えるときにも、 非常に重要な事件である。 それ

にもかかわらず、 従来の研究では軽視されてき た嫌いがある。 その歴史的経過

について、 中国社会科学院の雷聞氏が精緻な考察を加え た ＊ 19。 そこで、 雷聞

氏の論文によりながら、 関連する諸問題について検討しておこう。

雷聞氏は、 五岳真君祠に関わる実物資料の石刻を精査し、 開元19 年 (7 31 )

から開元 20 年 (7 32) にかけて、 五岳で真君祠、 青城山で丈人祠、 薩山で九

天使者廟が建設されたことを跡づけた。 これを基礎にして、 各種の文献にみえ

る 五岳真君祠に言及する記録を整理・ 修訂した。 その結果、 当時の歴史的経過

について、 つぎのような略年表を提示した。

A 開元19 年 2 月、 司馬承禎が （五岳の真君祠建設を） 提議する。

B ． 同年 5月15 日 壬戌、 玄宗が五岳真君祠を建立する詔をだす。

C． 同年8月 21 日、 勅して青城山丈人祠と薩山九天使者廟を置 く 。
D． 同年 8 月 2 日 、 勅して青城山丈人祠と鷹山九天使者廟につき、 五岳の真

君廟の例に準じて、 徳行道士 5人を選んで焚香供養させる。

E 同年11月、 東岳真君祠が竣工、 三日三晩の斎をおこなう。

E 開元 2 0 年1 月、 北岳真君祠および青城山丈人祠が竣工、 記念碑を建てる。

G． 同年1月 2 5日、 鷹山九天使者廟が竣工、 斎をおこなって祭祀し、 記念碑
を建てる。

H同年 2 月以降、 西岳真君祠が竣工、 記念碑を建てる 。

I ． 同年 3月、 九天使者廟に 「徴祥記」 を建てる。

J． 同年 4 月乙酉、 勅して「五嶽は先に真君祠廟を制し、 朕は蒼生の為に福を

祈る。 宜し く 祭嶽使をして精誠の道士を選びて、 時を以て醜を設けしむべし。

鷹山の使者・青城の丈人廟に及んでは、 井びに此の祭酷に準ず」 と。

K 同年1 0 月、 南岳真君祠が竣工、 記念碑を建てる。

この略年表で、 中岳嵩山の真君祠は 史料の欠如のために不明であるが、 ほか

の真君祠の設置については具体的に判明している。 B から K の経過の検討には

実物資料にもあたっており、 疑問の余地はないと私には思われる。

ただし、 A の事項については、 つぎのような疑問が考えられる。 すなわち、

開元19 年 2 月に司馬承禎が五岳真君祠の提議をしたとすると、 この前後、 司

馬承禎は、 王屋山に隠棲していたのであり、 玄宗と直接この提議を議論できる

状況にない。 このような重大な提議が当事者同士の議論なしに決定されうるの

だろうか ？ また、 真君祠の設計は 、 すべて司馬承禎が上清経典にもとづいて

作ったとされるが、 2 月に建議して 5月に建立の詔があり、 その年のうちには

青城山や麿山、 泰山などの廟が完成している。 あまりにも早すぎると感じられ



る。 司馬承禎側の手間だけを考えたとしても、 建築 ・ 壁画 ・ 塑像などの設計、

建築場所の選定などの作業を、 建立の詔が出た時期までにおこなったであろう。

だとすると、 たった 3 ヶ 月で全国 7 カ所の準備をすることができただろうか ？

雷聞氏 自 身も、 「司馬承禎が建議した時期は、 ある程度において一種の推測

に過ぎない」 と認めている。 そこで、 この点について考えて みよう。

雷聞氏がとりあげた、 各種の文献にみえる五岳真君祠に言及する記録は、 つ

ぎの 6種である。

① 『 旧唐書』巻 8「玄宗 本紀」「（開元十九年）五月壬戌 （十五日）、 五嶽に

各おの老君廟を置 く 」。 ＊ 20

② 『資治通鑑』 巻 2 1 3、 6796頁、 玄宗開元1 9 年条、 「五月、 壬戌、 初めて

五岳真君祠を立つ」。

③ 『冊府元亀』 巻 53「帝王部、 尚黄老」 一、 590 頁 「開元十九年正月壬戌、

五岳真君祠を置き、 各おの嶽下に 於いて徳行道士数人を選び、 焚香洒掃せしむ。

初め司馬承禎は天台に隠れ、 徴せられて京師に至り、 承禎因りて上言す （下略）」。

④『唐会要』 「雑記」 巻 50、「帝王部、 尚黄老」 一、 590 頁 「開元九年十 二月、

天台山道士司嗚承禎上言すらく、 （中略） 上は其の説を奇とし、 因りて五岳に

勅して各おの真君祠ー所を置 く 」。

⑤『南岳小録』「開元中、 司馬天師上言すら く 、 五嶽洞天各おの上真の治む

る所有れば 血食の神を以て其の雲祀を同じ く すべからず。 既に聖旨に協へば、

妥に清廟是嶽を創めん。 啓夏の際に、 潔斎して醜を致し、 兼ねて道士五人を度

して、 長しく焚修洒掃に備へしむるは、 即ち開元十五年五月十五日の明制なり、

と」。 ＊ 2 1

⑥ 『玉海』巻 1 02「（開元）十九年五月壬戌、 初めて五岳真君祠を立つ」。 ＊22

このうち①②⑥は同一の日時であり、 ソ ースは 『旧唐書』のようであるが、 『旧

唐書』は「真君祠」 を「老君廟」 に誤っている。

③は「正月」 が「五月」 の誤りであり、 ⑤の「開元十五年」 は「開元十九年」

の誤りである、 と雷氏がみるのは首肯できる。

問題は④で、 「開元九年十二月 」 は 「開元十九年二月 」 の誤りではないか と

疑われる、 と雷氏はみているのである。 なぜなら、 五岳真君祠の建立の詔は開

元 1 9 年 5 月 1 5 日 だから、 も し 開元 9 年に司馬承禎が真君祠の提議をし たと

すると、 提議から詔が出るまで十年も経過していることになり、 それは考えに

くいからである。 そこで「十」 の位置を三 字前に置き直すべきだと考えるわけ

である。 そうすると、 司馬承禎が真君祠の提案をしたのは開元十九年二月だと

いう仮説が立てられるのである。

そこで以下、 ほかの文献もみながら、 この点を考察する。

注 20… 『 旧 唐書』巻 8 「玄
宗本紀」 上、 197頁。 雷
聞氏は、 こ こでい う 「老君
廟」 は誤 りで、 真君廟の こ
とだとする。

注 21•• •李沖昭『南岳小録』、
『道蔵』第6 冊、 86 2頁。

注 22•••『玉海』 巻 102「唐
祭五岳四漬、 親祠華嶽」 条、

『景印文淵閣四庫全書』 第
945 冊、 708頁。
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注 23 … 『冊府元亀』 巻 822

はつぎのご と し 。 「開元九

年又遣使迎至京， 玄宗親受

法録， 前後賞賜甚厚。 十年

駕入都， 承禎又請還天台。

上賦詩以遣之。 十五年又召

至都。 上令承禎於王屋山，
自選形勝， 置壇室以居焉。」

こ れ は 『旧唐書』 の記 事と

同様である。

注 24••• 『歴代名画記 』「司
馬承禎， 字子微． 自梁陶隠
居至先生 ， 四世偲授仙法。

開元中 ， 自天台徴至， 天子

師之。 十五年， 至王屋山。

勅造陽蛋観居之。 • • • • • •開元

中， 彦遠高王父河東公獲受
敦於先生 。 玄宗皇帝制 碑，

具述其妙。 二十三年屍解」

48 洞天福地研究第 3 号

まず司馬承禎の伝記としてよ く 使われる『旧唐書』 巻192 「隠逸」 伝の「司
馬承禎伝」にはつぎのようにある。 原文であげてお く 。

開元九年， 玄宗又遣使迎入京， 親受法録， 前後賞賜甚厚。 十年駕還西都，

承禎又請還天台山。 玄宗賦詩以遣之。 十五年又召至都。 玄宗令承禎 於王屋

山自 選形勝， 置壇室以居焉。 承禎因上言， 今五嶽神祠皆是山林之神， 非正

真之神也。 五嶽皆有洞府， 各有上清員人降任其職， 山川風雨陰陽氣序是所

理焉。 冠冤章服、 佐従神仙， 皆有名敷。 請別立 齋祠之所。 玄宗従其言， 因

勅五嶽各置真君祠ー所， 其形象制度皆令承禎推按道経創 意為之。

これはつぎのようなことを述べている。

開元 9 年(72 l ) に玄宗は司馬承禎を洛陽に召して法録を受けた。

開元 1 0 年（722) に玄宗が長安に戻るにあたり、 司 馬承禎も天台山に戻ろ

うとした。

開元 1 5年 (727) に玄宗は司馬承禎を長安に招いた。 さらに玄宗は、 司馬

承禎に王屋山の形勝をみさせて壇室を置き、 陽台観に居を置かせた。 そして、

司 馬承禎から五岳真君祠の提議がなされた。 玄宗はそれに従って、 五岳真君祠

を置いた。 ＊ 23

開元15年に司碍承禎と玄宗が会見しているという説について、 張彦遠『歴

代名画記』にはつぎのようにある。

司 馬承禎、 字は子微、 梁の陶隠居より先生に至るまで、 四世に仙法を偉授

せり。 開元中、 天台より徴せられて至り、 天子は之を師とす。 十五年、 王

屋山に至る。 勅ありて陽嚢観を造り之に居る。 • • • • • • 開元中、 彦遠が高王父

なる河東公は教を先生に受 く るを獲たり。 玄宗皇帝は碑を制し、 具さに其

の妙を述ぶ。 二十三年に屍解す。 ＊ 24 

これによれば、 司 馬承禎は開元15年に陽台観に居したというから、 その直前

に玄宗に会見した こ とになる。 こ れは、 『 旧唐書』 『冊府元亀』 が司 馬承禎は開

元 1 5年に「都に至った」 としていたのと食い違う。 どちらが正しいのか。 張

彦遠の祖父の祖父である河東公張嘉貞は、 司 馬承禎に教えを受けたと文中で

いっているので、 『歴代名画記』のこの記事の総体は信憑性が高いであろうが、

司 馬承禎が王屋山に入った年などが張彦遠の親族の中で伝承されていたわけで

はなかろう。

唐の李渤 「王屋山貞一司 馬先生偉」 には、 つぎのようにある。



開 元九年、 明皇は又た使を遣は して迎へて京に至ら しむ。 帝は親ら法録を

授け、 前後に賞賜すること甚はだ厚 し。 十年に駕 し て都に入 り 、 先生も又

た蹄山を請ふ。 帝は詩を賦す。 王屋山に於いて自 ら形勝を選ば しめ、 壇宇

を置き て以て之に居ら し む。 先生因りて上言すらく、 「今の五嶽の神祠は、

皆な是れ山林の神に して、 正真の神に非ざるなり。 五嶽には皆な洞府有 り

て、 各おの上清真人の降っ て其の職に任ぜらるる有 り 。 別に齋祠を立てん

ことを請ふ。」 帝は其の言に従ふ。 因 っ て真君祠を置き、 其の形像制度は、

皆な先生に請ひて道綬を推按 して之を創為せ しむ。 ＊ 25

これによれば、

開 元 9 年に玄宗は司馬承禎を洛陽に招いた。

開 元 10 年に玄宗は長安に戻 っ た。 司馬承禎は天台山への帰山をのぞんだ。

その後、 何年か示 し ていないが、 司馬承禎は王屋山に入り、 五岳の神祠に関

する上言を した。

この李渤の 「王屋山貞一司馬先生偉」 と 『 旧唐書』の司馬承禎伝を比較する

と、 前者が後者のソ ー スにな っ ているとみてよい。 ただ し 、 両者は若干異なっ

ている。

開 元 10 年に玄宗が長安に戻るに際 して、 司馬承禎は天台山に戻 っ たのかど

うか。 李渤によれば、 司馬承禎は天台山に戻 っ ていないようであ り 、 玄宗は司

馬承禎を天台山に帰すかわ り に、 王屋山にふさわ しい場所を探させたと読める。

も し そうだとすると、 司馬承禎が王屋山に入る時期も相違 してくる。 李渤によ

れば、 開 元 10 年以後のそれほど遠くない時期であるが、 『旧唐書』では開 元

15 年となっ ている。

『茅山志』巻 22 によれば、 司馬承禎述ならびに書 とされる 「茅山貞 白先生

碑陰記」の末尾には、 「時大唐開 元十二年 甲子九月 十三 日 己 巳書」 とあり、 お っ

て 「開 元歳乙亥四月 壬子， 時白雲先生在王屋山， 姪延陵縣主簿綽稟命親視銹勒」

とある。 「開 元歳乙亥」 は開 元 23 年であ り 、 司馬承禎がその 4月に王屋山に

いることが特記されている。 司馬承禎の署名は 「天台華峯白雲道士」 とあ り 、

開 元 12 年 9 月 の段階では天台山の名前を使 っ てお り 、 まだ王屋山に入 っ てい

ないことがわかる。

『天台山記』 にはつぎのようにある。

開 元十一年、 玄宗皇帝は追 っ て入内す。 先生僻 し蹄らんとす。 帝は天台の

幽遠に して、 以て迎請 し難きを以て、 遂に王屋山に於いて形勝を選ば しめ、

特に陽嘉観を置 き て之に居ら しむ。 ＊ 26

注 25 • • • 『全唐文』巻 7 1 2「王
屋山貞 ー司馬先生他」 「開

元九年 ， 明皇又遣使迎至京。

帝親授法録， 前後賞賜甚厚。

十年駕入都。先生又請蹄山。
帝賦詩。於王屋山 自選形勝，
置壇宇以居之。先生因上言，

今五嶽之神祠 ， 皆是山林之

神 ， 非正真之神也。 五撤皆

有洞府 ， 各有上清真人降任
其職 請別立齋祠。 帝従其
言。 因置真君祠， 其形像制

度 皆請先生推按道親 創

為之焉」。

注 26•••『 天 台山記』「開元

十 一年 玄宗皇帝追入内。
先生辟蹄。 帝以 天 台幽遠 ，
難以迎請 ， 遂於王屋山選形

勝、 特置陽蛋観居之」。 原

文は、 薄井俊二 『天台山記

開 元 11 年に玄宗が洛陽から長安に戻るにあたって、 司馬承禎は天台山に帰ろ の研究』 4 1 8頁による。
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注 27…「 天 壇 王 屋 山 聖 跡
記」 「 唐明皇即位， 於 開元
十二年劫修陽壺観 明皇御
書蓼陽殿榜 ・ ・ ・ …至開元十五
年八月十五日， 有雙鶴続壇
西北而去． 彼時白雲自堂中
出， 聞篇詔之音， 此先生顕
化之験也。 王屋縣宰程日用
聞奏 明皇異之。 先生神化
時 年八十有九 謡贈銀青
光禄大夫， 謡白雲先生」。

注 28 ・ ・ ・ 『資治通鑑』巻213
胡三省注。 「五月壬戌初立
五嶽真君祠。 程大昌演繁露
曰， 開元十九年， 司馬承禎
言 今五嶽神祠是山林之神，
非正真之神也。 赦各置真君
祠ー所。 杜佑曰，開元九年，
天台道士司馬承禎 言， 今五
嶽神祠是山林之神， 非正真
之神。 五嶽皆有洞府， 有上
清真人降任其職， 山川風雨
陰陽氣序是所理焉。 冠冤服
章佐従神仙， 皆有名数。 請
別 立齋祠之所。 上奇其説，
因救五岳各置真君祠」。

so 洞天福地研究第 3 号

う と したが、 玄宗は、 天台山が遠くて再び招請するのが容易でないため、 王屋

山に形勝を選ばせ、 特に陽台観を設置して、 司馬承禎に居せしめた。 これによ

れば、司馬承禎が陽台観に居したのは、開元 1 1 年の直後であるように読める。

唐末の杜光庭の「天壇王屋山聖跡記」 にも、 つぎのようにある。

唐の明皇即位するや、 開元十 二年に 於いて陽豪観を劫修し、 明皇は蓼陽殿

の榜を御書す。 … …開元十五年八月十五日に至って、 雙鶴の壇を続って西北

して去る有り。 彼の時に白雲は堂中より出で、 篇詔の音を聞けり。 此れ先生

顕化の験なり。 王屋縣宰なる程日用は聞奏し、 明皇も之を異とす。 先生神化

の時、 年八十有九、 謡して銀青光禄大夫を贈り、 白雲先生 と謡す。 ＊27

これも陽台観の修築を開元 1 2 年 と している。

以上のように、 司馬承禎が陽台観に入った年は、 大きく分けて開元 1 2 年 と

1 5年の二説がある。 『旧唐書』の記載は李渤の碑文にも と づくようだが、 李渤

によれば、 司馬承禎が王屋山に入るのは開元 10 年の直後であって、 具体的な

日時はわからない。

司馬承禎の こ うした事跡は、 古くからよくわからなくなっていたようだ。 五

岳に真君祠をたてる こ とを玄宗に提案した年代についても、 早くから 意見がわ

かれていた。 『資治通鑑』巻 2 13 の胡三省注は、 つぎのように開元 1 9 年 と 開
元 9 年を二説並記にしている。

五月壬戌、 初めて五嶽真君祠を立つ。

程大昌 『演繁露』 に曰はく、 開元十九年、 司馬承禎言へらく、 今の五嶽の

神祠は是れ山林の神にして、 正真の神に非ざるなり と 。 教して各おの真君

祠ー所を置く。

杜佑曰 はく、 開元九年、 天台道士司馬承禎言へらく、 今の五嶽の神祠は是

れ山林の神にして、 正真の神に非ざるなり。 五嶽には 皆な洞府有りて、 上

清真人の降りて其の職を任ぜらるる有り、 山川の風雨、 陰陽の氣序は是れ

理する所なり。 冠冤服章、 佐従の神仙、 皆な名数有り。 別に 齋祠の所を立

てんこ とを請ふ と。 上は其の説を奇 とす。 因りて五岳に教して各おの真君

祠を置く。 ＊28

と ころで、 司馬承禎の王屋山入山についてもっ と も信憑性のある史料は、 つぎ

にあげる「貞一先生廟碍」 ではないか と私は思う。 これは、 も と 王屋山の天壇

山ふも と の紫微宮に立っていたが、 現在、 済潰廟に移さ れた。 そこ につぎのよ

うな一節がある。



開元十二年、 天子は明庭を修むるの祀もて、 萬震を接せんと思ひ、 沿水を

動かすの駕もて、 将に四子を激へんとし、 乃ち尊師を徴して内殿に入らし
さ ず

め、 上清経法を受けしめ、 ｛乃りて王屋山に於いて陽蛋観を置いて以て之に

居らしむ。 ＊
29

これは、 司嗚承禎と玄宗皇帝の関係および陽台観への入山とを述べていて、

非常に重要なのではな かろうか。

まず、 この渇の信頼性についておさえておき たい。 この喝石そのものは、 文

末に「紹聖元年五月 甘六日」 に 「重ねて立つ」 とあるから、 1094 年に立石し

た覆刻である。 それゆえ、 一次資料とみなすには慎重さが必要かもしれない。

たとえば、 この謁の書 者である辞希昌は、 書 家としても有名である が、 この碍

の書 法を同じ手にな る 「済漬廟記」 にくらべてみると、 後者が開元天宝時期の

力強い隷書の書風を体現しているのに対して、本喝の書風は明らかに脆弱 な書

法だと感得される。 したがって、 おそらくは写しではないかと思われるのであ

る。 しかしその一方で、 辞希昌は 『洞玄霊宝三師記』 で司馬承禎の弟子とされ

る 道士である。 それゆえ、 この石刻がかりに写しの覆刻だとしても、 謁文の内

容そのものは、 司馬承禎にもっとも近い人物の 目 を経ており、 信頼性が高いと

みてよいと私には思われる。

さて、 当該文章は出典をふまえた表現になっている。

「天子は明庭を修むるの祀もて、 萬霊を接せんと思ひ」 は、 『史記』「封禰書 」
の ち

に 「其の後黄帝は萬震を明廷に接す」 ＊ 30 とあるのにもとづく。 つまり、 黄帝

が甘泉宮で天地の神霊を招いた故事によりつつ、 玄宗が天地の神仙に接して、

その力で天下安寧をはかろうとしていることをいう。 この言葉は、 『史記』に

よれば、 安期生と通 じて黄帝の言を受けたという 申公という者が言ったとされ

る。

「i分水を動かすの駕もて、 将に四子を遂へんとし」 は、 『旺子』 「逍逢瀞」 に 「鹿

は天下の民を治め、 海内の政を平らかにせんとして、 往きて四子に貌姑射の山
き た わす

に見え、 扮水の陽にて、 宵然として其の天下を喪れたり」
＊3 1 とあるのにもとづ

く。 つまり、 尭が天下を治める道を求めて太行山に赴き 、 神人に教えを得て 自

分が帝である こ と を忘れて し ま っ た故事によ っ て 、 玄宗が神仙の教え を受け よ

うとしたことをたとえている。

これによれば、 開 元 12年に司馬承禎は玄宗に上清経法を授け、 そのあと陽

台観に入った。 玄宗が上清経法を受けたのは、 神仙を招く祭祀を玄宗が直宰す

る ためであったという意味のことを述べていると読める。 この点から、 この文

は、 玄宗の受法と開元 19 年以降の五岳に上清真人の神祠を建てたこととを関

連させているのではないかと考えられる。 ここには、 玄宗の受法と封禅との相

関がうかがえるように思われるのである。

注 29 ・ ・ ・ 「貞一先生廟磁」 「開

元十二年 ， 天子修明庭之祀

思接萬霊， 動扮水之駕， 将

遂四子 ， 乃徴尊師入 内殿，
受上清綬法 イ乃於王屋山置
陽蛋観以居之」。 『北京図書

館蔵中 国歴代石刻拓本瀧

編』 唐 23、 1 45 頁に拓本

写真あり。

注 30•• • 『 史 記 』 「 封 禰 書」
中 華 書 局 校 点 本 1394頁

「其後黄帝接萬蓋明廷」。 「明

廷」 を 『漢書』 「郊祀志上」

では 「明庭」 に作る。

注 31•••発治天下之民， 平
海内之政， 往見四子貌姑射
之山 ， 沿水之陽 ， 宵然喪其
天下焉。
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注 32・ ・ ・ 『 資 治 通 鑑 』 巻
212、 6764頁「張説草封
禰儀猷之。 夏， 四月，丙辰，
上興中書門下及稽官、 學士
宴於集仙殿。 上 日 ： 「仙者
憑虚之論 朕所不取。 賢者
清理之具，朕今興卿曹合宴，
宜更名 曰集賢殿。」

注 33·•• 雷聞前掲書。

注 34· ・ ・ 『資治通鑑』巻212、
前掲部。

注 35…『続仙伝』 『 道蔵』
所収。
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もし玄宗が開元12 年ころに司馬承禎から受法していたとしたら、 それはち ょ

うど泰山の封禅が張説らの儒官から提案されは じめた時期であった。 玄宗はそ

の提案をなかなか受け入れず、 張説は数日かけて説得している ＊32。 道教の山

岳祭祀は封禅と通じる性質を持つ儀礼であり ＊33、 則天武后が嵩山で何度も投

龍簡の儀礼をおこなっていたことが知られている。 もし儒官が封禅を提案して

いるさなかに、 玄宗が道教による山岳祭祀に強 く 引かれるようなことになれば、

儒官と し ては看過できない情況であろう。 『資治通鑑』巻 2 1 2、 開元13 年 4
月 条の話は 、 そ う し た儒官の気持 ち を察 し た玄宗の応接を表わ し て い る のでは
なかろ う か。

張説は封禰の儀を草して之を猷ず。 夏、 四月、 丙辰、 上は中書門下及び禰

官、 學士と集仙殿に宴す。 上曰はく、 仙なる者は憑虚の論、 朕の取らざる

所なり。 賢なる者は消理の具、 朕は今や卿曹と合宴す、 宜 し く名を更めて

集賢殿と曰はん。 ＊34

司馬承禎の上言では、 「今の五嶽の神祠は是れ山林の神に し て 、 正真の神に非

ざるなり」 とあって、 封禅を 意識しているように感じられる。 この言葉を開元

1 3 年の封禅がおこなわれる直前に上言したとしたら、 それは不敬となるだろ

う。 しかし、 封禅に対して玄宗が未決の段階や、 終了してからしばら く あとな

らば、 封禅を 意識 した言葉と し て解釈できよ う 。 『続仙伝』の「司馬承禎伝」 は、

そのようにみている。

初め明皇は登りて泰山に封して週り、 承禎に問ふ。 五嶽は何れの神ぞ之を

主る ？ 射へて 曰 はく、 嶽なる 者は山の巨鎮に し て 、 能 ＜ 雷雨を出 し 、 諸

神仙を潜め、 國の望なる者こそ之を為めれ。 然れども山林の神なり。 亦た

仙官の之を主る有りと。 ＊ 35

『続仙伝』の 『道蔵』本や 『歴世真仙證道通鑑』の 「司馬承禎伝」 では、 司

馬承禎はこの提案のまえに剣と鏡を玄宗に贈呈 し ていることになっている。 つ

まり、 上清経法を授ける流れで剣と鏡を贈呈するのであり、 それは剣と鏡が道

士の法術に必要なアイテム だからである。

も しこのよ う に考えたなら、 『旧唐書』の記事に ヨ リ 合理性があり、 開元 1 5

年(727) に司馬承禎は長安に招かれ、 そのときに司馬承禎から五岳真君祠の

提議がなされ、 両者はこの問題について話し合うことができたということにな

る。 陳 国符 『道蔵源流考』の「司馬承禎伝」 もそのように考えている。

『旧唐書』によれば、 玄宗は司馬の提議に従 っ て、 す ぐに五岳真君祠を置い

たよ う な書き方だが、 実際に真君祠を置いたのは開元19 年以降であることは



実物資料で明らかである。 それゆえ、 開元 15 年に司馬承禎と玄宗が真君祠の

話 し 合いを してから、 それが実現するのは約 4 年後であり、 相応の期間では

なか ろ うか。 また、 司馬承禎は、 開 元 12 年以降に王屋山に居住 し たが、 『 旧

唐書』ではもっばら王屋山の陽台観で真君祠の準備を進めていたことを言って

いる ごとくである。

このように、 開元 13 年の封禅と司焉承禎による玄宗の受法とを関連させて

考えることができるように思うが、 史料はあま り 多くなく、 仮説の域を出られ

ないのが残念である。

ちなみに、 このようなコ ンテキス トで五岳真君祠の設置をみるのは、 明代で

もおこなわれていたようである。 『岱史』 第2 冊巻 6 「狩典紀」 につぎのよう

にある。

開元十三年、 泰山神を封 じて天齊王と為 し 、 濡秩は三公ー等を加ふ。 是

の時に天台道士司馬承禎は言へらく、 今の五嶽神祠は是れ山林の神なり。

五嶽には皆な洞府有りて上清員人の降って其の職に任ずる有り。 … … 勅

ありて五嶽に各おの員君祠を置く。 故に今の道書 に東嶽太霊蒼元司命員

君と稲すると云ふ。 ＊ 36

開元 13 年の封禅と司馬承禎の五岳真君祠の上言が関連 し ており、 比較的近い

時期にこの問題を両者が話 し合ったと考えるのがもっとも合理的であ り 、 その

事柄が諸書 によって少 しずつ変改されて、 上述のような不分明な状況になった

のではないかと私には思われる。

注 36 ・ ・ ・『岱史』 「開元十三

年 ， 封泰山神為天齊王， 福
秩加三公ー等。 是時天台道

士司馬承禎言 今五嶽神祠

是山林之神也。 五嵌皆有

洞府有上清員人降任其職。
… …勅五嶽各置四君祠。 故
今道書稲東嶽太銀蒼元司命

箕君云」
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※『王屋山志』 (1996 年 10

月、 中州古籍出版社） 所載

の陽台 宮 と 紫微 宮 の示意
図。
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